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6回 60.0% C
計画どおり実施している。今後も計画的に実施
する。

4

79.0% 112.9% A
授業の工夫・改善をさらに推進する必要があ
る。

4

3.8 190.0% A
国語の活用型・数学の習得型の教育，1，２年
理科の基礎的な学力を強化する必要がある。

4

65.0% 108.3% A
すべての教科・領域において毎回、グループ
トークやグループワークを設定する必要があ
る。

4

54.0% 77.1% C 読書の習慣化が停滞している。 4

76.0% 84.4% B 宿題の提出の徹底を図る必要がある。 4

43.0% 61.4% C
家庭学習の習慣化を定着させる必要がある。
授業の予習・復習と宿題をリンクさせる必要が
ある。

4

65.0% 92.9% B 教育相談的な生徒指導が求められている。 4

80.0% 114.3% A
積極的な生徒指導をさらに推進していく必要が
ある。

4

73.0% 104.3% A
生活四訓の徹底をさらに図っていく必要があ
る。

4

79.0% 112.9% A
道徳授業の工夫・改善をいっそう推進していく
ことが求められる。

4

82.0% 136.7% A
総合単元的な道徳学習のイメージが定着しつ
つある。

4

86.0% 107.5% A
生徒の部活動への参加意欲は旺盛であるが、
部活動に参加しない生徒への個別指導が必要
である。

4

81.0% 115.7% A
教員の部活動指導のかかわりをいっそう強化
していく必要がある。

4

96.0% 106.7% A
毎日、朝ごはんを食べる生徒が100%になるよ
う、啓発していく必要がある。

4

1.73 86.5% B
体育の時間や部活動を通して体力強化にいっ
そう努めていく必要がある。

4

6回 120.0% A 授業研究等の校内研修や生徒指導に係る小・中連
携及びキャリア教育に係る中・高連携を進めている。 4

5回 100.0% A 計画どおり実施できた。 4

25人 83.3% B
総合的な学習の時間(1年生のミュージカル、2年生の
職場体験学習、3年生の進路実現学習、保育体験)を
通して積極的に活用している。

4

31 47.7% D
学校だよりの発刊は１７号，ホームページの更新回数
14回で，更新回数iが少ないので，一層更新し情報を
公開する。

4

　

本年度の重点目標については◎印で示す。

☆毎日の家庭学習２時間以上の達成率70%以上

○今後もいっそう小中連携(学力
向上、生徒指導)、中高連携(キャ
リア教育)、中大連携(教育実習、
特別支援教育)を推進していく。
○学校評価の充実を図り、学校
力の向上を図る。
○特にホームページの更新をす
すめ，学校からの情報発信を積
極的に行い、保護者や地域の皆
様から、本校教育の理解と協力
を得る。

○情報発信としてのHP
更新は重要である。
もっと，頻繁に更新
し，学校に対する理解
と協力を得る努力をし
てほしい。☆授業公開年間５回以上の100%実施

☆道徳，総合的な学習の時間，特別活動等での外部人材の活用30人以上

☆学校だよりの発刊回数15以上，ホームページの更新回数50以上の100%実施

○食教育の推進と部活動の充実
に力を入れていく。

○部活動の活性化は，
良い傾向である。
○朝食をとる習慣作り
は，家庭への取組が必
要である。

☆部活動指導に係る教師への生徒評価(満足度)70%以上

情
報
発
信

(地域に信頼される学
校づくり―広報活動の
充実)
○家庭・地域との連携
○学校からの積極的な
発信
○説明責任の貫徹

○小中高大連携の推進
○授業公開
○研究公開
○外部人材の活用
○学校関係者評価の充実
◎各種だより及びホーム
ページの充実

☆小中高大との授業等交流年間５回の100%実施

☆「毎日朝ごはんを食べる」の生徒・保護者評価90%以上

☆新体力テスト結果の全国平均比2ポイントアップ

体
育

(たくましい体力と健康)
○意欲・気力・体力の
鍛錬
○耐性の育成

○部活動の充実―絆・礼
儀・耐性
○食教育の推進
・朝ごはんを食べる

☆部活動への積極的参加に係る生徒評価(満足度)80%以上

○問題行動の未然防止を大切に
することからも、心に響く積極的
な生徒指導を推進する。具体的
には、道徳を要とし、教科や総合
的な学習の時間、特別活動との
有機的な関連を図る「総合単元
的な道徳学習」を一層中身の濃
いものにしていく。その手段とし
て、言葉の力(言語活動の充実)
や体験の力(ミュージカル、全校
合唱、職場体験学習、進路実現
学習)により、道徳教育の充実、
相互作用(対話)の成立、キャリア
教育の充実、活用能力(思考力・
判断力・表現力)の充実を図る。
○心に響く道徳授業の工夫・改
善を図る。

○教師集団が一丸と
なって取り組んでいる
ことがよくわかる。地
域や保護者などを巻き
込んでの体験活動は，
成果を上げていくと思
われる。
○学校と家庭が協力し
支え合い，生徒たちが
自己を伸ばしていける
よう，協力したい。

☆「先生は生徒に熱心に指導してくれる」の生徒評価70%以上

☆「二中は生活四訓(挨拶・時間厳守・整理整頓<掃除・靴揃えを含む>・立腰)を徹底
している」の生徒評価70%以上

☆道徳の授業への生徒満足度70%以上

☆「道徳」を要として，各教科，総合的な学習の時間，特別活動との有機的な関連を
図った，総合単元的な道徳学習の生徒満足度60%以上

徳
育

(豊かな心)
○道徳性・感性・社会
性の育成
○教育相談の充実
○道徳教育(道徳の授
業)の充実
 ・体験の言語化
 ・体験の経験化
○生徒指導の充実
○キャリア教育の充実
○表現教育の充実

◎積極的な生徒指導の推進
◎生活四訓(挨拶・時間厳
守・整理整頓・立腰)の徹底
◎学習規律(授業規律)の徹
底
○総合単元的な道徳学習の
充実
礼儀・感謝・思いやりの心・
友情・人格の尊重・広い心・
生命の尊重・集団生活の向
上・郷土愛・伝統文化の継
承
○表現力(音声表現・文字言
語表現・身体表現)の育成
○相互作用(対話) 充実

☆「先生は生徒の話をよく聞いてくれる」の生徒評価70%以上

☆各教科等での相互作用(ペアトーク・グループトーク・クラストーク←対話「聞く・答え
る・問い返す」)の生徒満足度60%以上

☆毎月１冊以上の読書の実行70%以上

☆課された宿題の提出率90%以上

ｌ 評価
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析
n

改善方策
ｍ

コメント

知
育

(確かな学力)
○知識・技能の「習
得」，習得された知識・
技能の「活用」「探究」
の学力の向上
○ＰＩＳＡ型読解力―論
理力(論理的読解力・
論理的思考力・論理的
判断力・論理的表現
力)の育成
○わかる授業の創造
○言語活動の充実

◎授業研究の推進―授業
力の向上
・言語技術の活用―各教科
等
・校内研修の充実
○指導目標・達成目標の明
確化
◎相互作用の充実―ペア
トーク・グループトーク・クラ
ストーク
○総合的な学習の時間と各
教科等との接続―総合単元
的な道徳学習
◎読書活動の充実
◎家庭学習の習慣化

☆校内研修会(授業研究-年間10回)の100%実施
○広島県「基礎・基本」定着
状況調査は県平均比+3.8ポ
イント(国語+2.8,数学+1.0,英
語+7.6)であった。改善策とし
て、授業の工夫・改善や宿題
の内容の充実と提出の徹底
に努める。
○授業と家庭学習(宿題)の接
続による学力の向上と学習意
欲の高揚を推進する。「家庭
学習を毎日2時間以上実行す
る」の徹底を図る。復習になる
課題だけでなく，予習であり
授業での学習につながる家
庭学習の課題を工夫する。
○毎月一冊以上の読書の徹
底を図る。図書委員会による
ブックトークなど読書意欲を喚
起する取組を行う。

○学力が向上している
ことは良い。家庭学習
については，学校の指
導とともに，家庭の協
力を得て進めるべきで
ある。課題の設定につ
いて，さらに工夫をし
てほしい。

☆生徒の授業満足度70%以上

☆全国学力調査・基礎基本定着状況調査・標準学力調査結果の全国平均・広島県
平均比各２ポイントアップ
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評価計画 自己評価 改善方策 学校関係者評価

平成２３年度　　学校評価表 （　中間　 ・ 　最終　） 学校名　　　三原市立第二中学校　　　　　　　　校番(84202)

ａ　学校教育目標 知・徳・体のバランスのとれた人間力の向上
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】       「響き合う学校文化の創造―二中から日本全国へ―」
【ビジョン】         「言葉の力と体験の力によって『確かな学力』を育む」
【キャッチコピー】 「響き合っていますか，私たち」(校訓「響き合う二中っ子」の実現)

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　 B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。 ハ：分からない。

別紙様式


